
                                                          令和 2 年 12 月 1 日 

各 位 

                                                          帯 広 信 用 金 庫 

 

組織機構改革について 

  

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、帯広信用金庫を取り巻く経営環境は、近時の経済情勢から低収益環境が続いており

ます。また、人口減少・事業所数減少・少子高齢化・キャッシュレス化の進展等が見込まれ、

お客さまの金融ニーズがますます多様化・高度化しています。 

今般、業務の特性に応じて部門を集約・移管することで人財の効果的・効率的な運用を進

めると同時に業務の合理化・効率性を同時に進めてまいります。これによりお客さまにご提

供する金融サービスの質を高め、お客さまに選ばれる金融機関、地域に必要とされる金融機

関を目指してまいります。 

本部は 11 部 4 室体制から 9 部４室体制になります。 

 

記 

 

（1） 部門の統廃合 

ア 事務管理部を廃止し、業務別に事務部と審査部に各々統合 

イ 業務改革推進部を廃止し、経営企画部に統合 

ウ 地域経済振興部から「地域経済サポート部」に名称変更 

エ 営業推進部 経営コンサルティング室の部付きを営業推進部から地域経済サポ

ート部に変更 

（2） 実施時期 

令和 3 年 4 月 1 日付 

以上 

 

 


